
2012年 11月 21日付 コンゴ民主共和国 新聞掲載記事 

キンシャサにて第 2回仏語圏アフリカ保健人材管理ネットワーク Vision Tokyo 2010が開催 

 

 

国立国際医療研究センター（NCGM）と国際協力機構（JICA）は、2009年から「仏語圏アフリカ保健

人材管理研修」を実施しています。 

この研修の受講生により、「仏語圏アフリカ保健人材管理ネットワーク Vision Tokyo 2010」が創設さ

れ、2012 年 11 月 20 日～24 日までネットワーク総会がコンゴ民主共和国キンシャサにて開催されまし

た。コンゴ民主共和国保健大臣臨席のもと、11 カ国（ベナン、コートジボアール、ニジェール、セネガ

ル、コンゴ民、ガーナ、ギニアビサウ、ギニアコナクリ、ブルキナファソ、ケニア、日本）41 名が参加

し、育成、採用、配置などに関して、より良い保健人材管理のための意見交換が行われました。 
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